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 作業部会 

クジャク対策について専門的知見をもとに検討を進めるため、有識者を含めた作業部

会を開催し、意見交換をした。作業部会の概要を以下に示す。 

 

9.1 第 1 回作業部会の概要 

(1) 作業部会出席者 

第 1回作業部会の出席者を表 9.1 に示す。 

 

表 9.1 クジャク対策作業部会出席者 

氏名 所属 

委員 

金城 道男 沖縄フィールドワーク 代表 

嵩原 建二 沖縄野鳥研究会 会員 

田中 聡 希少野生動植物種保存推進員 

戸田 守 琉球大学熱帯生物圏研究センター 准教授 

沖縄県 

比嘉 学 沖縄県環境部自然保護課 班長 

比嘉 才蔵 沖縄県環境部自然保護課 主任 

事務局 

福原 亮史 株式会社南西環境研究所自然環境室 次長 

浅利 祐美子 株式会社南西環境研究所自然環境室 主任 

峯 光一 株式会社南西環境研究所自然環境室 主任  

大橋 史葉 株式会社南西環境研究所自然環境室 研究員 

 

(2) 開催日時および場所 

日時:令和元年 8月 20 日(火) 10:00～12:00  

場所:沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」研修室 2 （沖縄県那覇市西 3-11-1） 
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9.2 第 2 回作業部会の概要 

(1) 作業部会出席者 

第 2回作業部会の出席者を表 9.2 に示す。 

 

表 9.2 クジャク対策作業部会出席者 

氏名 所属 

委員 

金城 道男 沖縄フィールドワーク 代表 

嵩原 建二 沖縄野鳥研究会 会員 

田中 聡 希少野生動植物種保存推進員 

戸田 守 琉球大学熱帯生物圏研究センター 准教授 

沖縄県 

比嘉 才蔵 沖縄県環境部自然保護課 主任 

事務局 

福原 亮史 株式会社南西環境研究所自然環境室 次長 

峯 光一 株式会社南西環境研究所自然環境室 主任 

浅利 祐美子 株式会社南西環境研究所自然環境室 主任 

大橋 史葉 株式会社南西環境研究所自然環境室 研究員 

石田 憲 株式会社南西環境研究所自然環境室 研究員  

 

(2) 開催日時および場所 

日時:令和 2年 1月 31 日(金) 14:00～16:00 

場所:沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」研修室 2 

沖縄県那覇市西 3-11-1 
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事業概要 
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平成 31 年度外来種対策事業（クジャク対策）概要 

 

沖縄本島および離島においては、様々な外来種が侵入しており、在来生物の生息に多

大な影響を及ぼしている。特に、生態系被害防止外来種リストにおける緊急対策外来種

については、生態系へ著しく悪影響を及ぼすとされている。緊急対策外来種のちインド

クジャク（以下、「クジャク」という。）については県内で一部定着が確認されており、

本県生態系の脅威となりつつある。外来種対策については、外来種被害防止行動計画等

で早期対策の重要性があげられていることからも、すでに本県に侵入し、定着している

インドクジャクについて、今後の防除等を円滑に進行するために、生息範囲の調査およ

び効率的な捕獲手法の開発を行う。平成 31 年度事業では、モデル地区（黒島）におい

て新たな防除・捕獲手法の開発・実証を進めるとともに、これまでの事業成果について

取りまとめることを目的とした。 

平成 31 年度外来種対策事業（クジャク対策）は平成 31年 4 月 1日から令和 2 年 3月

31 日の期間中、各種クジャク対策を実施した。クジャク対策のおもな項目は、探索犬

を用いたクジャク営巣卵の探索および駆除、銃器等を用いたねぐらでのクジャク成体の

駆除、在来種調査（夏季）、クジャク繁殖期（春季）のクジャクの生息調査、クジャク

捕獲個体の胃内容調査、クジャクの新規捕獲手法の検討とした。また、クジャク対策の

成果および次年度以降の対策案等の内容の評価にあたり、専門家を含めた作業部会を年

間 2回開催した。 

探索犬を用いたクジャク営巣卵の探索および駆除作業には 4 頭の探索犬を用いた。当

該調査は 4 月から 6月までの期間中、23 日間で 110.0km の探索を実施し、31 巣 167 個

の営巣卵を駆除した。 

ねぐら調査および捕獲では、熱感知カメラを用いて 9 月から 2 月の期間中 17 日調査

を実施した。確認個体のうち、ワイヤーで 26 羽、空気銃で 55 羽を捕獲した。 

 竹富町が実施した小浜島での捕獲から提供された 30 個体分の胃袋の内容物調査を実

施した結果、植物質は 25 個体(83%)、動物質（昆虫類・クモ類）は 10 個体（33%）で検

出され、小浜島のクジャクはおもに植物質を捕食することが示唆された。 

新規捕獲手法として、ネットランチャー、くくりわなおよび抱卵個体の投網による捕

獲を試行した。ネットランチャーでの捕獲はなかったが、投網で 1 個体、くくりわなに

ついては 3羽を捕獲した。 

在来種調査では、爬虫類の確認個体数の合計は、140 個体（平成 28 年度）から 177 個体
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（平成 31 年度）へと増加し、主な評価対象種の確認個体数の合計は、62 個体（平成 28 年

度）から 79 個体（平成 31 年度）へと増加した。特に、イシガキトカゲはクジャク駆除が

進んでいるルート上で大幅に確認個体数が増加し、キシノウエトカゲは平成 31年度に初め

てルート上で確認されたことは、クジャク駆除による成果の表れであると考えられた。 

クジャク生息調査は 2月〜3月上旬に黒島および近隣の小浜島で実施した。黒島では

31km のラインセンサスで 21 地点 73 羽、小浜島では 50km のラインセンサスで 37 地点

143 羽の生息を確推し、推定生息個体数は黒島で約 113 羽、小浜島で約 224 羽と算出さ

れた。黒島においては昨年度よりも生息数が減少したと推測されたため、駆除作業の成

果が表れていることが示唆された。また、本業務では黒島においてドローンを用いた森

林地域の生息調査を実施し、目視のみでは調査が困難な地域においても個体数の把握す

ることが可能となった。 

当該クジャク対策事業では、約 10km2の範囲で 369 羽（36.8 羽/km2）の生息数であれ

ば、4年間で 629 人時の繁殖抑制作業（営巣卵駆除）および 167.3 人時のねぐらでの成

体駆除を実施することで、約 117 羽（11.7 羽/km2）までのおよそ 3 分の 1 にクジャク

の生息数を減少させられることが示された。 
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巻末資料 2 

 

インドクジャクの野外・飼育・対策時における 

観察等で得られた情報 
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 沖縄県対策外来種リスト掲載種 野外・飼育・対策時における観察等で得られた情報

区分： 重点対策種

種名： インドクジャク

1 形態

2 生息環境

3 行動範囲

4 １日のサイクル

5 なわばり

6 ねぐら

7 痕跡

8 食性

9 疾病

10 天敵

11 社会性

12 生活環境

13 寿命

14 繁殖

15 巣

16 その他

特にみられない

食肉目

成鳥オスを中心とした一夫多妻制。繁殖期には成鳥メスは他のグルー

プのオスの周辺に移動する。

最大全⾧230cm。体重はオス4-6kg、メス2.8-4kg。オス成鳥は上尾筒

が発達し、頭部および頸部は濃い青色。メスは頭部および頸部が濃い

緑色で腹部が淡い褐色。

おもに森林、草地を利用するが、市街地における人工構造物も利用す

る。

ねぐらとする森林行きから数百メートルは移動する。

昼行性。

成鳥オスは明確な縄張りがあり、繁殖期には特に顕著。メスおよび幼

鳥は成鳥オスの周囲で生活する。

樹上性

羽毛、フン

雑食性

おもに森林、草地を利用するが、市街地における人工構造物も利用す

る。

⾧くて20年程度とされる

卵により繁殖。抱卵期は4-6月。

地上性

-

種名等

項目
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インドクジャクの駆除手法一覧 

および 

対策事業で確立された手法情報 
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インドクジャク駆除手法一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

手法 新規・既存
生息密度
(羽/km2)

環境※ 時期 高度 時間帯 単・複 作業人数

箱わな 既存 37.0～
森林・牧場・畑・草
地・御嶽・観光施
設・住宅地・畜舎

いつでも 0m 日中 単数 1-2名

ねぐら探索・ワイ
ヤー捕獲

新規 1.7～
森林・牧場・畑・草
地・御嶽・観光施
設・住宅地・畜舎

いつでも 0-5m 夜間・早朝 単数 1-2名

ねぐら探索・空気銃
捕獲

新規 1.7～
森林・牧場・畑・草
地・御嶽・観光施
設・住宅地・畜舎

いつでも 0-15m 早朝 複数 1-2名

誘引・ボウネット 既存 -
森林・牧場・畑・草
地・御嶽・観光施
設・住宅地・畜舎

いつでも 0m 日中 単数 1-2名

誘引・ネットラン
チャー

新規 -
森林・牧場・畑・草
地・御嶽・観光施
設・住宅地・畜舎

いつでも 0-1m 日中 複数 1-2名

誘引・くくりわな 新規 19.2～
森林・牧場・畑・草
地・御嶽・観光施
設・住宅地・畜舎

おもに2～
3月

0m 日中 複数 1-2名

営巣卵駆除（探索
犬）

新規 1.7～
森林・牧場・畑・草
地・御嶽・観光施
設・住宅地・畜舎

4～6月 0m 日中 - 1-2名

投網（抱卵個体） 新規 -
森林・牧場・畑・草
地・御嶽・観光施
設・住宅地・畜舎

4～6月 0m 日中 単数 1-2名

散弾銃 既存 3.0～
森林・牧場・畑・草
地・御嶽・観光施
設・住宅地・畜舎

いつでも 0-10m 日中 複数 ～10名
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インドクジャク駆除手法（探索犬） 
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インドクジャク駆除手法（ねぐら探索_空気銃） 
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インドクジャク駆除手法（ねぐら探索_ワイヤー） 
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インドクジャク駆除手法（くくりわな）（１/２） 
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インドクジャク駆除手法（くくりわな）（２/２） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年度外来種対策事業（クジャク対策）報告書（概要版） 

   

令和 2（2020）年 3 月 

 

沖縄県環境部自然保護課 

〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎 1 丁目 2 番 2 号 

TEL 098-866-2243 FAX 098-866-2240 

 

業務名 平成 31 年度外来種対策事業（クジャク対策） 

 

請負者 株式会社南西環境研究所 

〒903-0105 沖縄県中頭郡西原町字東崎 4-4 


